
ことばと､人や土地柄に対する意識

一山形県三川町における調査-

本木 隆寛

1.はじめに

あの土地のことばは柔らかい感じがする､とか､あの地方の人柄は陽気な感じがす

るなどということは誰しも何気なく思っているものである｡首都圏では､急速な開発

と人口流入によって､近隣の地域のことばや人柄に対するそのような意級は薄らいで

いっている｡しかし､いまだ方言が比較的多く残っている地方では､現在でもそのよ

うな意織が残っているのではないだろうれ

今回､山形県東田川郡三川町で､このような意織を調査した｡三川町の人が持って

いる､三川町のことばについてのイメージと標準語についてのイメージはどのように

異なるのれ また､三川町の人や土地柄に対するイメージと東京の人や土地柄に対す

るイメージはどのように異なるのれ そのイメージに世代差はあるのれ そのような

観点のもと､三川町のことばに対する意織と標準語に対する意織､三川町の人や土地

柄に対する意識と東京の人や土地柄に対する意織を比故しながらみていく｡

2.調査概要

山形県東田川郡三川町においてアンケート調査を行った結果､18歳から77歳まで

合計77人からの回答を得た｡今回の調査の分析は世代差に注目し､話者を61歳以上

(24人)､35歳から60歳 (25人)､34歳以下 (28人)の年代別に分け､それぞれを

高年層､中年層､若年層と定義して行う｡

3.ことばに対するイメージ

3.1.三川町のことば

｢三川町のことばについて､どのようなイメージをお持ちですれ ｣という質問をし､

15項目の対になる評価帯 仏01-A15)を堤示して､話者の持っているイメージがどち

らに近いか､直線の目盛り上に丸をつけて回答してもらった｡ 直線の左側に､プラス

イメージの評価語を置き､右側にはマイナスイメージの評価帯を置いて､分析時に左

から順に1から5まで番号をふり､点数化した｡表1は､その平均値を示したもので

ある｡よって､本稿では点数が低いほどプラスイメージの評価簿となり､高いほどマ

-63-



イナスイメージの評価簿となる｡

AO1AO2AO3AO4AO5AO6AO7AO8AO9A10AllA12

A13A14A15曾一句 3.32.92.83.03.52.83.32.82.6

2.93.32.32.53.32.8中 3.33.02.33.03.42.

83.22.32.33.13.71.82.53.12.4若 3.13.12.32.73.42.83.42.02.22.73.91.82.53.22.

3全 3.23.02.42.93.42.83.32.42.32.93.72.02.53.2

2.5AOI丁寧

-ぞんざいAO2 きれい -汚いAO3

穏やか一乱暴AO4

線択一重苦しいAO5若い女性にふさわしい一

若い女性にふさわしくないA

O6能率的一非能率的AO

7 聞き取りやすい-聞き取りにくいAO8柔らかい-固い

AO9優しい-きついAIO

明るい-暗いAll都会的一

田舎くさいA12 味がある一味がないA13 のんびりしている-せわしないA14 上品一下品A

15 表現が豊か-表現が乏しい3.1.1.全世代の傾向アンケートの結果から言

える特徴的なことは､AO3r穏やか｣､AO8r柔らかい｣､AO9r優しい｣などと三



3.1.2.イメージの世代差

図1は､平均値を世代別に示したものである｡なお､本稿では､AO3(穏やか一乱暴)

などの表現があった場合､ハイフンの左側にプラスイメージの評価語を置き､右側に

マイナスイメージの評価静を置くこととする｡以下すべて同様｡

この図を見てわかる傾向は次のとおりである｡各項目とも比故的世代差が少なかっ

た｡AO3(穏やか一乱暴)は中年層､若年層が等しい平均値を示し､高年層よりもやや

プラスイメージを持っている｡AO8(柔らかい-固い)は高年層から若年層にいくにつ

れて､プラスイメージを回答する傾向が強くなった｡AO9(優しい-きつい)もA08

と同様の傾向を示し､若年層のほうがよりプラスイメージを持っている｡All(都会的

一田舎くさい)はそれらと逆の傾向がみられ､高年層のほうがプラスイメージを持っ

ているが､全件としてはマイナスイメージに償いている｡これは高年層が､より市街

也-行く機会が少ないからだろうれ A12(味がある一味がない)は､中年層､若年層

の多くがプラスイメージの評価静に回答をしている｡これらの世代は､日常生活で標

準語を話す機会が多いので､比較対象が標準語になったためであろう｡このことはA15

(表現が豊か一表現が乏しい)の傾向を見てもわかる｡

図1 例 △-高年層 ◎=ヰ年層 ☆-若年層

AOI 丁寧

AO2 きれい

AO3 穏やか

AO4 軽快

1 2 3 4 5

△

日 ‖ 出 川 L即 旧 情 1

△

ト廿 + 廿 日 日 も 侶 旧 侶 l

△

. 喜 + 二‥- ‥

△

日 日 旧 ii*潮 目 日 日

△

AO5 芸詰 襟 l旧 情 = l憎日 付 冊
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AO6 能率的

AO7 聞き取り

やすい

AO8 柔らかい

AO9 優しい

AIO 明るい

All 都会的

A12 味がある

A13 のんびり

している

A14 上品

△

巨 ≠ 冊 卜増= 廿 廿 日+ H

△

刷 ･日 日 ‖冊 i 廿 日 項 羽

LW -.ト副 子 日 用 -H ｣+ H☆

I+ 刷 卜巨細 l旧 ilL;刷☆

= 紺日日F釦 日 日 ll
☆

情 日 日 冊 射 眉 目
☆

目 刺 R ‖ l侶 旧 侶 I
☆

日 用 鳩 目 旧 旧 侶 1
☆

△A15
表現柏 か Ⅲ 冊 皆 目

日 日 旧 侶 t 非

能率的

聞き取りに

くい固い

きつい暗

い田舎くさい

味がないせわし

ない表現が乏しい3.2.墳革帯r噸 準掛こついて､どのようなイメージをお持

ちですれ｣という質問をし､rヨ II町のことばに対するイメージ｣と同様の15項目の対になる評価



して､三川町のことばに対するイメージと同様に､直線の目盛り上に丸をつけて回答

してもらった｡ 表2は､その平均値を示したものである｡

A16Å17A18A19A20A21A22A23A24A25A26Å27

A28Å29Å30高 2.52.22.52.32.32.52.23.02.8

2.32.03.13.22.52.8中 2.42.42.82.82.72.

41.73.13.02.82.03.83.32.63.1若 2.42.32.92.62.42.51.93.53.33.01.74.13.52.43.

4全 2.42.32.72.62.42.51.93.23.02.71.93.73.32.5

3.1A16 丁

寧 -ぞんざいA17 きれい 一汚いA1

8 穏やか-乱暴A19

軽快 一重苦しいA20 若い女性にふさわしい-若い女性にふさわしくない

A21 能率的一非能率的A2

2 聞き取りやすい -聞き取りにくいA23 柔らかい -固い

A24 優しい-きついA25

明るい -暗いA26 都会的 一

田舎くさいA27 味がある一味がないA28 のんびりしている-せわしない

A29 上品一下品A30表現が豊か-表現が乏しい3.2.1.全世代の憤向

アンケート結果を見てみると､標準語に対するイメージは全体的に､プラスイメージの回答

が目立つ結果となった｡とくに､A22(聞き取りやすい-聞き取りにくい)､A26(都会的一田舎く



がある一味がない)､A28(のんびりしている一せわしない)である｡これらの回答の

特徴は､標準語がニュースや公的な場面で使われるということにも起因しているので

はないだろうか｡

3.2.2.イメージの世代差

三川町の場合と同様に､世代別に平均値を示すと図2のようになる｡標準簿に対す

るイメージについては､比較的世代差が見られた｡

A19(陣取一重苦しい)､A20(若い女性にふさわしい-若い女性にふさわしくない)､

A25(明るい-暗い)の3つは高年層の回答がプラスイメージの方向に多くなった｡A22

(聞き取りやすい-聞き取りにくい)では､中年層と若年層の多くがプラスイメージ

の方向に回答している｡高年層の回答が､他の世代と比べるとややマイナスイメージ

の方向に寄ったのは､墳準静に慣れていない話者が高年層に比故的多く残っているか

らではないだろうか｡

A23(柔らかい-固い)からA30(表現が豊か一表現が乏しい)までは､一部を除き

類似した傾向となった｡これらの評価欝では､高年層から若年層に向かうにつれて､

マイナスイメージへの評価になっているという特徴がある｡たとえば､A23(柔らかい

一固い)では､高年層の平均値が中心の3.0となり､3つの世代で比べると若年層の

平均値が最もマイナスイメージに寄っている｡A27(味がある一味がない)でも同様の

ことが言える｡これは､若い人のほうが､より壕準帯に惚れており､日常生活でも標

準語を多く使用しており､標準帯の使用能力があるため､模準静のことを肯定的に捉

えていないからではないだろうか｡

△

国2 A16 丁寧 帖 冊 増 ‖ ト川 一旧 刷 ･I

A

A17 きれい 世 -冊 皆 目.附 + H+守+H

△

A18 齢 か 卜‖+ H i鳩 目 旧 情 l

△

A19 掛 川 川 l暦 侶 + H+ ‖+ 1
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A20 若い女性に
ふさわしい

A21 能率的

A22 聞き取 り

やすい

A23 柔らかい

A24 優しい

A25 明るい

A26 都会的

A27 味がある

A28 のんびり

している

A29 上品

△

I+ 日 代 吊 侶 旧 情 l△田 町･川

日 日 旧 川 l☆ト+日
刊 + 招 折 目 卜.ト川 ]☆

日 日 冊 鳩 目 川 I‖ ll☆
△

帖 が ‖眉目旧侶 l

△
)+ 侶 侶 侶旧申 し出 日

△日 日 日
日 野 日 日 I

△lⅢ 眉 i中 日
侶 旧 情 (

△A30 表現が
丑か l‖ 旧 ‖ 町 冊 +

上川-69- 若い女

性にふさわしくな

い非能率的
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3.3.三川町のことばと串準悪に対するイメージとの比我

先にも述べたとおり､三川町のことばに対するイメージと標準語に対するイメージ

を問う評価帯は同一である｡このため､三川町の場合の表と標準語の場合の表を同一

の図に示して､その差をみてみる｡

図3

三川町のことばと墳準苛に対するイメージ

●三川町のことば

o蕪準哲

ADI AE)2 AD3 AOI JdS 仙O AEI7 ADB ADDAI0 AlI A12 A13

Al+ AISA18 1̂7 Al8 A19 〟o A21

A22 A23 Aal A25 A28 A27 A21 Ju9 ′丘○このように

してみると､｢若い女性にふさわしい-ふさわしくない｣仏05とA20)､r聞き取りやすい-聞き取りにくい｣仏07とA22)､r都会的一田舎くさい｣仏11とA

26)､r味がある一味がない｣仏12とA27)の4つに､三川町のことばと標準語の

間で大きな差がみられ､他の評価語についてはあまり大きな差は見られなかった｡差がみ

られたいずれの評価帯も､中心の3.0を挟んでプラスイメージ寄りかマイナスイメー

ジ寄りかが､三川町のことばと標準語とで分かれている｡｢若い女性にふさわしい-ふ

さわしくない｣ 仏05とA20)は三川町のことばに対してマイナスイメージあ回答が多く､標準語

に対してプラスイメージの回答が多くなった｡｢聞き取りやすい一聞き取りにくい｣仏07とA2



川町のことばに対してマイナスイメージの回答が多くなった｡このことから､今回の

調査であげた15項目の評価語の中でおもにこの4つが､三川町の人々が持っている､

三川町のことばに対するイメージと標準語に対するイメージとの差であるということ

ができる｡

4.人や土地柄に対するイメージ

4.1.三川町の人や土地柄

｢三川町の人や土地柄に対してどのようなイメージをお持ちですれ ｣という質問を

し､7項目の対になる評価簿 (BOl～BO7)を提示して､ことばのイメージと同様に回

答してもらった｡表3は､その平均値を示したものである｡

801 802 803 804 805 80

6 BO7甘ー印 2.2 2.1 2.9 3.3

2.1 2.6 3.3中 2.0 2.0 3

.0 3.6 1.8 2.3 3.0若 1.9 2.0 2.4 3.9 2.1 2.4 3.

0全 2.0 2.0 2.8 3.6 2.0 2.4

3.1BOl穏やか

-乱暴BO2優しい-きついBO

3 明るい一暗いBO4都会的一田舎くさい BO5人情

味がある-人情味がないB06

のんびりしている-せわしないBO7上品一下品4.1.1.全世代の傾向全世代の傾向をみてみると､BOl(穏やか一乱暴)､BO2(優しい-きつい)､BO5(人

間味がある-人間味がない)の3つはかなり高心境lJ合でプラスイメージの回答が集まった｡BO4(都会的一田舎くさい)については､三川町のことばで見られたのと同様に

､マイナスイメージの回答が多くなった｡三川町



4.1.2.イメージの世代差

図4は､三川町の人や土地柄に対するイメージを世代別に示したものである｡あま

り極端な世代差は見られず､各世代とも共通したイメージを抱いていることがわかる｡

BOl(穏やか一乱暴)､802(優しい-きつい)､BO5(人間味がある一人間味がない)､

BO6(のんびりしている-せわしない)はどの世代もプラスイメージに回答し､どの世

代とも三川町の人や土地柄のことを肯定的に捉えていることがわかる｡804(都会的一

田舎くさい)は高年層から若年層にいくにしたがってマイナスイメージ-の回答が多

くなっている｡ これは､若い人のほうが市街地に出る機会が多いためだと患われる｡

図4

BOl 穏やか

BO2 優しい

BO3 明るい

BO4 都会的

BO5 人情味がある

B06 のんびり

している

BO7 上品

△日 日侶i.･ii



4.2.東京の人や土地柄

｢東京の人や土地柄に対してどのようなイメージをお持ちですれ ｣という質問をし､

｢三川町の人や土地柄に対するイメージ｣と同様の 7項目の対になる評価語 (鮒8-

B14)を提示して､話者の持っているイメージがどちらに近いか､直線上に丸をつけて

回答してもらった｡ 直線の左側に､プラスイメージの評価語を置き､右側にはマイナ

スイメージの評価語を置いて､分析時に左から順に1から5まで番号をふり､点数化

した｡表5は､その平均値を示したものである｡

808 809 810 811 812 81

3 814高 2.8 3.1 2.6 1.9

3.3 3.3 2.8中 3.4 3.5 2

.9 1.9 3.8 4.1 2.9若 3.3 3.5 3.0 1.7 3.9 4.0 2.

8全 3.2 3.4 2.9 1.9 3.6 3.8

2.8BO8穏やか

一乱暴BO9優しい-きついBI

O 明るい-暗いBll都会的一田舎くさい B12人情

味がある-人情味がないB13

のんびりしている-せわしないB14上品一下品4.2.1.全世代の傭

向東京の場合の傾向は､三川町の蓉合とは異なった結果となった｡全体的にみると､

比故的マイナスイメージの回答が多く見られた｡プラスイメージで目立ったのはBl

l(都会的一田舎くさい)のみで､これも ｢標準語に対するイメージ｣ と同様の結果で

ある｡マイナスイメージを示した回答で目立ったのはB13(のんびりしている-せ

わしない)だった｡三川町の人々は､東京の人や土地柄に対してあまり

良いイメージを持っているとは言えないようだ｡4.2.2.イメー

ジの世代差東京の人や土地柄に対するイメージを世代別に示したものが図5である｡これをみると



やか一割農)では高年層の回答が､ややプラスイメージに多いのに対して､中年層と

若年層の回答はマイナスイメージ寄りの回答が多かった｡Bll(都会的一田舎くさい)

はどの世代も共通してプラスイメージ寄りの回答が多かった｡812(人情味がある一人

情味がない)､B13(のんびりしている-せわしない)では､各世代ともマイナスイメ

ージの方向に回答しているが､中年層､若年層の回答は高年層よりも極端になってい

る｡

BO9 優しい

BIO

明るい きついA

Bll 都会的

侶 華 日 日 浩 汗 喜
+ 出 刃 田舎

くさい

△B12 人情味が



4.3.三川町の人や土地柄と東京の人や土地柄に対するイメージとの比較

ことばのイメージと同様にして､三川町の人や土地柄と東京の人や土地柄に対するイ

メージを比較してみる｡

園6

三川町の人や土地柄と東京の人や土地柄に対するイメージ
●三川町

O東寂

BO1 BO2 BO3 804 BO5 BO6
807BO8 BO!I BIO Bl1 B12 813 B1

4この図からは､かなり特徴的な結果がみられた｡｢明るい-暗い｣(B03とBIO

)､｢上品-下品｣(B07とB14)の2つにほとんど差が見られなかったのに

対し､他の評価語には顕著な差が見られた｡このことから､三川町の人々は自分の土

地や東京に対して､明るいか暗いか､上品か下品か､という意織を特別に抱いていな

いということが推測される｡その他の評価語につ

いては差が見られたが､これは三川町の毅合や東京の場合で個別にみたことと同様であ

る｡5.まとめ三川町の人々は､自分たちのことば､人や土地柄を肯定的に捉えている｡それは｢穏

やか｣､r柔らかい｣､r優しい｣､r味がある｣､｢表現が豊机､r人情味がある｣



い女性にふさわしくない｣､｢聞き取りにくい｣､｢田舎くさい｣との捉え方もあるとい

うこともわかる｡

また､標準語に対しては ｢丁寧｣､｢きれい｣､｢陣取｣､｢若い女性にふさわしい｣､｢聞

き取りやれ ｣ヽ､｢都会的｣などというプラスイメージの回答があるのに対して､｢味が

ない｣､｢せわしない｣､｢人情味がない｣というマイナスイメージの回答がある｡

そして､三川町の人々は､三川町や東京に対して､｢明るい-暗い｣｢上品一下品｣

という意故は特に持っていないということもわかる｡

今回の調査では以上のようなことを知ることができたが､その結果にどのような要

因があるのか､世代によって差が出るのは何故か､ということは必ずしも十分に考察

するに至らなかった｡今後はそのようなことも視野に入れながら調査を行っていけば､

今回の調査結果が､より生かされたものになるのではないだろうれ また､今回のよ

うな調査を他の土地で行い､三川町のそれと比牧するということも意義があることだ

と思われる｡

注

1榎準静に対する定義や鋭明は一切せず､何をもって壕準語とするかということは､

インフォーマント個人のイメージに任せた｡
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